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Environmental and Human Crisis of Symbolic Marketing
Jun-ichiro  INUZUKA
Department of Human Sciences and Arts, Jissen Women’s University
   To avoid a crisis that Marx predicted, capitalism has been improved. Fordism and the 
financial policy was achieved rapid development of industrial society. However, the market 
would naturally have physical limitations. Market is not able to be expanded indefinitely. The 
creation of the symbolic market, economic growth became possible to overcome this constraint. 
Symbols and credit creation technology, made  possible the growth of the market, as it ware 
neutral to its own physical limitations. However, humanity and the earth continues to be a 
concrete existence even if regarding the market as sign. As the limits of its contradictions, 
brought the crisis of global environmental crisis and human nature. On the criticism of the 
ontological structure of these two crises, we must envision our new society.

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































脱成長 la décroissance 思想を掲げる経済哲学者セル
ジュ・ラトゥーシュの考えに準拠したい 21）。そこで




















































































































Ford Motor Company の創業は 1903 年、組立工程にベ
ルトコンベアを導入し流れ作業を実現したのが 1913
年。その科学的管理法による生産方式が普及していっ





る（<L. propagatus, propagare の過去分詞）。
































































20） 資源やエネルギーを従来の 4 分の 1 にして同じ生産量
を確保するファクター 4、同じくファクター 10 など、
環境効率の目標を数値化して資源生産性を高める取り
組みが、ファクター X として語られている。（1991 年
シュミット＝ブレーク、1992 年ローマクラブ）
21） Survivre au developpement, 2004 および Petit traite de la 
decroissance sereine, 2007 の翻訳の合本として、『経済
成長なき社会発展は可能か？ －〈脱成長〉と〈ポスト
開発〉の経済学』中野佳裕訳、作品社（2010 年）。
22） ibid. 8 つのプログラムについては pp.172－182、10 の
政策については pp.219－222 および pp.13－18。










命、身体を経済化 ･ 産業化 ･ 商品化することに注意を
向け抵抗しなければならない。
26） 経済の様態の問題と断定したところで、問題解決への
道が明らかになるわけではない。新たな、現実的な枠
組みを提示する必要がある。詳述は別稿で試みたいが、
経済活動とエネルギーの関係の組み直しにひとつの方
向性を検討したい。  
人類史的に見て、産業革命期を境に人口増加や経済成
長の問題が特異な段階に移行したことは明らかだろ
う。産業革命とは、エネルギーという見地から見て、
化石燃料（炭化水素）と酸素との化学反応（燃焼）か
ら運動エネルギーを取り出す、エネルギー変換の技術
革命である。工業生産とは、取り出された仕事によっ
て物質の秩序を変えることであると見ることができ
る。  
このように、工業化をエネルギーと物質の秩序に還元
してモデル化すると、それを生命現象とのアナロジー
に重ねることもできるだろう。  
エントロピー増大の法則に従う物理現象と異なり、生
命は内部の秩序を作りだす（エントロピーを減少させ
る）活動である。しかしそれは生命体を閉じた系とし
てみた場合であって、生命体と環境との関係から見れ
ば、生命体は環境からエネルギー源（低エントロピー）
を取り入れて、代謝を通じて熱や廃棄物（高エントロ
ピー）を排出することで、生体内の低エントロピーを
成長 ･ 持続している。環境全体から見れば、エントロ
ピー増大の（熱力学的死の）方向へと進んでゆくこと
になる。地球の生態系がこれまで死滅せず発展してき
たのは、系の外である太陽からのエネルギー（電磁波）
によって大気や海洋の循環が維持され、植物が光合成
（電磁波のエネルギーを化学エネルギーに変換）する
ことができるためである。ごく単純化すれば、地球と
生態系とは、そのようなひとつの系のバランスとして
みることができる。ひとつの生物としてみれば、人間
の活動もその系の中で自ずと規模が制限され、人類史
の大半で人口増加のペースがごく小さく、経済発展と
呼ばれるべき成長も顕著ではないこともそのことと重
なる。  
一方産業革命は、エネルギーの利用を生体の内部から
外部（社会）へと拡張した、いわば生命現象の外部化･
物質化であると見ることができるだろう。しかもそれ
は、生命体とは異なり、巨大化に対する内部的な限界
をもたないものである。本稿ではそれを、資本主義の
2段階の変容として論じた。  
しかし、地球および生態系との関係からみたとき、こ
の外部化（工業化社会の発展）は、バランスしていた
系の循環と相容れないものである。生命体の廃棄物は
他の生命体への入力となり、またその全体（生態系）
の廃棄物（熱）は地球の熱 ･物質循環の入力となるが、
一方、工業および工業化した農業を含む産業活動の廃
棄物は、その大半が他の生命体への入力にはならず、
その活動の拡大は森林破壊、土壌喪失、生物多様性減
少など、生態系を顕著に縮小させ、排出物と排出熱は
地球の熱循環にも顕著な影響を及ぼしている（気候変
動）。  
このようにみると、環境制約とは、資源 ･ エネルギー
の減少 ･ 枯渇問題ではなく、系としてのエネルギーバ
ランスの（つまりエントロピーの）問題である。巨視
的にみれば、工業的生産は生態系と地球に対してはエ
ントロピー増大をもたらす現象でしかないということ
である。  
熱源や食糧のように、人間の経済活動における財は低
エントロピー（生命活動の源）である。工業製品も同
じように低エントロピー（秩序づけられたもの）と同
列にみなされるが、生態系や地球の活動循環に接続し
ない（廃棄物でしかなく、活動を縮小 ･ 妨げる）こと
が問題なのである。  
一方、本稿にみたように、現代の経済活動は、物質的
秩序（工業的生産）から意味的秩序（記号的生産）へ
と移行している。危機を先鋭化させているこの記号性
にこそ、逆に経済の作り替えの可能性をみることがで
きるのではないか。それは、熱力学的な低エントロピー
財と、情報理論的な低エントロピー財とを、意識的に
分離した二重経済体制の可能性である。  
低エントロピー物質（＝財）とマネーによる経済体制
から、情報・組織の秩序（低エントロピー記号）を財
とする経済システムを分離することにより、物質的経
済成長と人間の社会発展の道筋を違える方法を構想す
る試みである。
